
山の辺の道ファンクラブ

山の辺の道ファンクラブは、山の辺の道をこよなく愛する人びとが集い、９年前
より山の辺の道の行きかう人々に里山風情を楽しんでもらうため沿道に四季折々
の花を咲かせています。
活動場所として奈良県と「景観形成事業」の協定を結び、天理市渋谷地区の景
行天皇陵東側に位置する「山の辺の道」沿道を中心に、里山の景観維持する活
動を通してSDGｓに参加しています。
山の辺の道は奈良盆地の雄大な景観が足元に広がり、竜王山から連なる素晴
らしい山並みも遠望出来ます。また、四季を通して多くの歴史フアンやハイカーも
訪れています 。
これら活動を賛同する皆さんと一緒に推進しています。

協賛：NPO法人ナルク奈良 後援：県環境県民フォーラム自然環境分科会
さくらい菜の花プロジェクト 天理市環境連絡協議会 水と緑の部会

里山の景観維持する活動を通して SDGｓ

資料2－3



山の辺の道の四季
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アクセス
JR柳本。JR巻向 徒歩15～20分
奈良交通バス渋谷下車 徒歩5分

R１６９号線沿いにも駐車できます。



作業と山の辺の道の作業風景
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菜種油で火を灯す

柳本小学校で菜種搾油体験＆菜の花定植の出前授業

今年度は4年生を対象に 10月 4日➡菜種搾油体験授業 10月25日➡菜の花定植体験授業を行いました。

来年度、新4年生が先輩が植えてくれた菜の花から菜種を収穫し、「菜種搾油体験授業」「菜の花定植体験授業」を行

います。

菜種搾油体験授業風景 菜の花定植

左の表は児童向けに作成した資料ですが、記載の通り、菜の花は捨てる所が無く

全て活用出来ます。又児童にとって身近な植物であるとともに、栽培の容易さか

ら循環型社会の体験学習にぴったりな素材です。

又、菜の花定植後、苗が成長したら土の上に粉砕した竹(竹チップ)を敷き、放置

竹林解決のための竹の利用及び、薬剤を使用しなくても防草出来る様子も学習し

ます。

子供の頃に体験した事は、大人になっても忘れない記憶として残りやすいもので

す。これからの地球環境を考えられる人になれるよう、少しでもお手伝いが出来

ればと思います。

2025年度は柳本小学校のみで行いましたが、次年度には市内の多くの小学校で実

施できればと思っています。

山の辺の道ファンクラブ主催



小学校自然循環社会体験出前授業風景



柳本小学校でピーナッツ収穫体験課外授業

1年生を対象に11月7日山の辺の道ファンクラブの畑でピーナッツ収穫体験授業を行いました。

ピーナッツ体験授業風景

お土産のバッグは

新聞紙で手作りした物

普段は大人でも滅多に見る事さえもないであろう、生ピーナッツの収穫体験授業

です。

約1時間、一年生たちは休憩もとらず、夢中になって楽しみながら収穫しました。

その後に収穫したばかりのピーナッツの塩ゆでを試食。「おいしい、おいしい」

と、何度もお代わりする児童もいたほどです。

お土産に柿やピーナッツを渡しましたが、袋は新聞紙をリサイクルして作ったも

のです。

塩ゆで生ピーナッツの試食

山の辺の道ファンクラブ主催



山の辺の道への招待思考
次年度の菜の花の定植作業を、一考

１２月に県観光力創造課主催で「山の辺の道」としての観光資源をより多くの人に知っていただく為に、山の
辺の道沿道の圃場を活用した「菜の花」植付け作業を弊クラブとコラボ作業のツアーを企画していただき、一
般公して頂いた他府県、県内含め１２名の参加者と菜の花苗植付けコラボ作業実施、作業後のBBQで懇親を
深めました。このような企画の機会を思考していきたいと思います。

菜の花植付け
コラボ作業

作業後天理観
光農園での
BBQ懇親



交流
山の辺の道には国内はもとより、世界中
からお客様がお見えになっています。
そんな交流も楽しみにしています



山の辺の道を歩いてみませんか

山の辺の道ファンクラブでは
毎木曜日と土曜日 9時～12時
ごろまで景行天皇陵東側で作業を
しています。
ここに行けば、誰かに会えるとい
う楽しみも 共有しませんか



おわ り

作成：山の辺道ＦＣ


